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令和３年３月 25日 

 
 

令和２年度実施の認証評価等の評価結果について 
          

 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構では、学校教育法第 109 条及び第 123 条の
規定に基づき、大学、高等専門学校及び法科大学院の認証評価を行っています。 
 このたび、令和２年度実施の認証評価等の評価結果を取りまとめ、文部科学大臣に報
告するとともに、各対象機関及び設置者に通知しましたので、お知らせいたします。 
 また、認証評価とは別に、令和２年度に大学等の希望に応じて当機構が独自に行った
選択評価の結果についても、あわせて公表いたします。 

 

１．認証評価 
   別紙１のとおり。 
① 大学 

 〔評価対象機関〕６大学（国立５校、公立１校） 
 〔 評 価 結 果 〕いずれの大学も、評価基準に適合している。 
 ② 高等専門学校 
 〔評価対象機関〕13高等専門学校（国立 13校） 
 〔 評 価 結 果 〕いずれの高等専門学校も、評価基準に適合している。 
 ③ 法科大学院 
 〔評価対象機関〕１法科大学院（国立１校） 
  〔 評 価 結 果 〕評価基準に適合している。 
 
 
２．選択評価 
  別紙２のとおり。 
  ・評価事項Ａ「研究活動の状況」（高等専門学校） 
  ・評価事項Ｂ「地域貢献活動等の状況」（高等専門学校） 
 
 
３．その他 
  令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響から、通常とは異なる状況
の中での教育活動が必要となったことから、大学等に対してその状況について報告を求
め、認証評価結果とあわせて各大学等が行った取組の概要を公表することとした。 

＜担当＞独立行政法人大学改革支援・学位授与機構（本館：小平市学園西町） 
          評価支援課長    冨森ゆみ子（042-307-1640） 
【大学関係】    評価支援課課長補佐 戸田 朋子（042-307-1690） 
【高等専門学校関係】  同 上          同 上 
【法科大学院関係】   同 上     同 上 
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令和２年度実施の認証評価等の評価結果について 

配付資料等一覧 

 

<令和２年度実施の認証評価等に関する評価結果について> 

  令和２年度実施の認証評価等に関する評価結果につきましては、機構の下記ウェブサイ

トで公開しており、評価結果の PDFがダウンロード出来ます。 

 各大学等の評価結果の概要については、各報告書の１頁目に記載しています。 

【認証評価】 

・令和２年度 大学機関別認証評価の評価結果（６大学分）      

      URL: 

https://www.niad.ac.jp/evaluation/certification_evaluation/ce_univer

sity/daigaku_hyoukakekka/r_2.html  

 

・令和２年度 高等専門学校機関別認証評価実施結果報告（13高等専門学校分） 

      URL: 

https://www.niad.ac.jp/evaluation/certification_evaluation/specializ

ed_specialty/koutou_hyoukakekka/r_2.html   

 

・令和２年度 法科大学院認証評価実施結果報告 (１法科大学院分)  

      URL: 

https://www.niad.ac.jp/evaluation/certification_evaluation/graduate_

certification/houka_hyoukakekka/r_2.html   

            

【選択評価】 

・令和２年度 選択的評価事項に係る評価実施結果報告(12 高等専門学校分)      

      URL: 

https://www.niad.ac.jp/evaluation/certification_evaluation/specializ

ed_specialty/koutou_hyoukakekka/r_2.html   

            

※ 評価結果において使用する専門的用語については、大学改革支援・学位授与機構刊「高等教育に関する

質保証関係用語集」（第４版、2016）をご参照ください。 

URL: http://www.niad.ac.jp/n_kokusai/publish/no17_glossary_4th_edition.pdf 
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（別紙１） 

 
令和２年度実施の認証評価の評価結果 

 
 
１．大学機関別認証評価（評価対象機関【６大学】） 
 
   評価基準に適合している 
 

（国立） ・秋田大学 ・東京農工大学 ・信州大学 
 ・大阪教育大学 ・奈良女子大学  
（公立） ・沖縄県立看護大学   

 
 
   評価基準に適合していない  
 
  該当なし 
 
 
２．高等専門学校機関別認証評価（評価対象機関【13高等専門学校】） 
 
   評価基準に適合している  
 

（国立） ・鶴岡工業高等専門学校 ・木更津工業高等専門学校 
 ・東京工業高等専門学校 ・岐阜工業高等専門学校 
 ・鳥羽商船高等専門学校 ・舞鶴工業高等専門学校 
 ・奈良工業高等専門学校 ・松江工業高等専門学校 
 ・呉工業高等専門学校 ・宇部工業高等専門学校 
 ・弓削商船高等専門学校 ・久留米工業高等専門学校 
 ・北九州工業高等専門学校  

 
 
   評価基準に適合していない  
 
  該当なし 
 
 
 ３．法科大学院認証評価（評価対象【１法科大学院】） 
 
  評価基準に適合している  
  
 （国立）・千葉大学大学院専門法務研究科法務専攻 
 
  評価基準に適合していない  
  
  該当なし 
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（別紙２） 

 
 

令和２年度 高等専門学校選択的評価事項に係る評価結果の概要 
 
 
評価結果 
 
〔選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」〕 
 （国立 11校） 
   ・目的の達成状況が良好である。 

鶴岡工業高等専門学校 
 
  ・目的の達成状況がおおむね良好である 

木更津工業高等専門学校 東京工業高等専門学校 
岐阜工業高等専門学校 鳥羽商船高等専門学校 
舞鶴工業高等専門学校 松江工業高等専門学校 
呉工業高等専門学校 宇部工業高等専門学校 
弓削商船高等専門学校 北九州工業高等専門学校 

 
 
〔選択的評価事項Ｂ「地域貢献活動等の状況」〕 
 （国立 12校） 
   ・目的の達成状況が良好である。 

舞鶴工業高等専門学校 久留米工業高等専門学校 
北九州工業高等専門学校  

 
   ・目的の達成状況がおおむね良好である 

鶴岡工業高等専門学校 木更津工業高等専門学校 
東京工業高等専門学校 岐阜工業高等専門学校 
鳥羽商船高等専門学校 松江工業高等専門学校 
呉工業高等専門学校 宇部工業高等専門学校 
弓削商船高等専門学校  

 
    ※評価結果は、「目的の達成状況が非常に優れている」、「目的の達成状況が良好である」、「目的の達成状況が

おおむね良好である」、「目的の達成状況が不十分である」の４段階で評価 
 


